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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年3月21日(2008.3.21)

【公開番号】特開2002-228924(P2002-228924A)
【公開日】平成14年8月14日(2002.8.14)
【出願番号】特願2001-28514(P2001-28514)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月4日(2008.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の材料からなる第１レンズエレメントと、
　第２の材料からなる第２レンズエレメントと、
　第３の材料からなる第３レンズエレメントとを有し、
　前記第１レンズエレメントと前記第２レンズエレメントと前記第３レンズエレメントと
は相互に略密着して配置されているアサーマルレンズ系であって、
　前記アサーマルレンズ系全体の屈折力の符号と、前記第１レンズエレメントの屈折力の
符号及び前記第３レンズエレメントの屈折力の符号とは同一であり、
　前記アサーマルレンズ系全体の屈折力の符号と、前記第２レンズエレメントの屈折力の
符号とは反対の符号であり、
　さらに以下の条件式を満足することを特徴とするアサーマルレンズ系。
　７５＜ν1
　ν２＜ν1
　ν３＜ν１
　θ１＜θ２＜θ３
　０＜ｃ１／ｃ２＜４
　ｃ３＜０
　ただし、
ν１：前記第１の材料のアッベ数,
θ１：前記第１の材料の部分分散比,
ｃ１：前記第１の材料の温度係数,
ν２：前記第２の材料のアッベ数,
θ２：前記第２の材料の部分分散比,
ｃ２：前記第２の材料の温度係数,
ν３：前記第３の材料のアッベ数,
θ３：前記第３の材料の部分分散比,
ｃ３：前記第３の材料の温度係数,
　また、前記アッベ数と前記部分分散比は次式で定義される.
　νi=(ｎｄｉ－１)/(ｎＦｉ－ｎＣｉ) ｉ＝１，２，３
　θi=(ｎＦｉ－ｎＣｉ)/(ｎｇｉ－ｎＦｉ)



(2) JP 2002-228924 A5 2008.3.21

　ただし、
ｎＣｉ：前記第ｉ番の材料のＣ線（波長６５６．２７３ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３
）,
ｎｄｉ：前記第ｉ番の材料のｄ線（波長５８７．５６２ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３
）,
ｎＦｉ：前記第ｉ番の材料のＦ線（波長４８６．１３３ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３
）,
ｎｇｉ：前記第ｉ番の材料のｇ線（波長４３５．８３４ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３
）,
　ｃｉ＝αｉ－（１／（ｎｄｉ－１））・（d（ｎｄｉ）／ｄｔ）
　αｉ：前記第ｉ番の材料の線膨脹率
　ｔ：当該材料の温度.
【請求項２】
　請求項１に記載のアサーマルレンズ系を含むことを特徴とする光学装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　７５＜ν１　　　　　　　（４）
　ν２＜ν１　　　　　　　（５）
　ν３＜ν１　　　　　　　（６）
　θ１＜θ２＜θ３　　　　（７）
　０＜ｃ１／ｃ２＜４　　　（８）
　ｃ３＜０　　　　　　　　（９）
　ただし、
ν１：前記第１の材料のアッベ数,
θ１：前記第１の材料の部分分散比,
ｃ１：前記第１の材料の温度係数,
ν２：前記第２の材料のアッベ数,
θ２：前記第２の材料の部分分散比,
ｃ２：前記第２の材料の温度係数,
ν３：前記第３の材料のアッベ数,
θ３：前記第３の材料の部分分散比,
ｃ３：前記第３の材料の温度係数,
　また、前記アッベ数と前記部分分散比は次式で定義される.
　νi=(ｎｄｉ－１)/(ｎＦｉ－ｎＣｉ) ｉ＝１，２，３
　θi=(ｎＦｉ－ｎＣｉ)/(ｎｇｉ－ｎＦｉ)
　ただし、
ｎＣｉ：第ｉ番の材料のＣ線（波長６５６．２７３ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３）,
ｎｄｉ：第ｉ番の材料のｄ線（波長５８７．５６２ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３）,
ｎＦｉ：第ｉ番の材料のＦ線（波長４８６．１３３ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３）,
ｎｇｉ：第ｉ番の材料のｇ線（波長４３５．８３４ｎｍ）の屈折率（ｉ＝１，２，３）,
ｃｉ＝αｉ－（１／（ｎｄｉ－１））・（d（ｎｄｉ）／ｄｔ）
αｉ：第ｉ番の材料の線膨脹率
ｔ：当該材料の温度.
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